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1．貸出動向： 伸びが一服 

 貸出・資金吸収動向等によると、2月の総貸出（平残、銀行計）は前年比3.8％と、2ヶ月連続で縮小した。

ＣＰ市場の回復、運転資金需要の低下などが影響しているようだ。 

業態別では都銀が伸び率を低下させているが、地銀は緊急保証制度による中小企業向け・地方公共向

団体向けで貸出を伸ばしている（図表 1～4）。 
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（前年比、％）
（図表1）　貸出動向

-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

200101 200201 200301 200401 200501 200601 200701 200801 200901

都銀等

地銀

信金

（資料）日本銀行 （年/月）

（前年比、％） （図表2）　業態別貸出動向
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（図表3）　設備・運転資金の動き（前年比、％）
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（前年比、％） （図表4）　貸出先別貸出金

 

2．マネタリーベース： 当座預金残高は前年比 65.8%の伸び 

  2 月のマネタリーベースは、前年同期比 6.4％増（6 カ月連続で増加）した。2004 年 5 月(同 7.4%)以来の

高い伸びを記録している（図表 5）。 

日銀は金融市場の混乱で大規模資金供給を行っている。この影響で 2 月日銀当座預金残高の前年同



 
 
 
 
 
 

 
 
2｜               ｜経済･金融フラッシュ No.08-160｜Copyright ©2009 NLI Research Institute All rights reserved 

期比はプラス 65.8%と 6 ヶ月連続でプラスの伸びとなっていることが影響している（図表 6）。 
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（前年比、％） （前年比、％）（図表5）　マネタリーベースの動き
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（図表6）　当座預金残高の動き（兆円） （前年比、％）

 

3．マネーストック： 広義流動性は 5 ヶ月連続のマイナス伸び率 

広義流動性は 5ヶ月連続で伸び率がマイナスとなった。 

M2（現金、国内銀行などの預金）、M3（M2 にゆうちょ銀などすべての預金取扱金融機関の預貯金を含めた）は前月

よりも伸び率が高まった（図表 7，8）。 

投信の伸び率は 9ヶ月連続で一ケタ台の伸びにとどまっている。定期預金などの準通貨の伸びは

続いており、リスク回避・安全資産へのシフトの動きは継続している（図表 9）。 
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（図表9）　投資信託と準通貨の動き
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